
 

 

飲食店等の遵守事項 利用者の遵守事項 

レ
ス
ト
ラ
ン
・
居
酒
屋
等 

○利用者間の距離の確保等 

・座席は、真正面の配席を避け、座席間隔を１ｍ以上確保する。又はテーブ

ル上にアクリル板等を設置し区切る。 

・テーブル間は１ｍ以上の間隔をあけるか、アクリル板等で区切る。 

・カウンター席の間隔は１ｍ以上確保する。又はカウンターテーブル上にア

クリル板等を設置し区切る。 

○換気の徹底 

・30 分に 1 回、5 分程度 2 方向の窓を全開するなどして十分な換気を確保す

る。 

○利用者への呼びかけ等 

・飲食時以外のマスク着用を徹底するよう促す。 

・入店時に検温・手指消毒を促す。 

・利用者同士のお酌、グラスの回し飲み、大声での会話は避けるよう促す。 

・滞在時間が長時間（2時間以上）とならないよう促す。 

・グループで複数テーブルを利用する場合は、テーブル間の移動は控えるよ

う呼びかける。 

○予約時 

・感染防止宣言ステッカー又は感染防止認証マーク掲示店など、利用者間の距

離の確保や換気の徹底等ができている飲食店を利用する。 

○利用時 

・利用する飲食店等の感染防止対策を守り、協力する。 

・飲食時以外マスクを着用する。 

・入店時に検温・手指消毒を行う。 

・利用者同士のお酌、グラスの回し飲み、大声での会話など、感染リスクが高

まる行動は控える。 

・長時間（2時間）を超える飲食店の利用は控える。 

・グループで複数テーブルを利用する場合は、 テーブル間の移動は控える。 

宴
会
場 

○利用者間の距離の確保等 

・食事を提供する場合は収容定員の 50％以内とする。 

・食事の提供は着席形式とする。（立食形式は提供しない） 

・座席は、真正面の配席を避け、座席間隔を１ｍ以上確保する。またはテー

ブル上にアクリル板等を設置し区切る。 

・テーブル間は１ｍ以上の間隔をあけるか、アクリル板等で区切る。 

・挨拶者（ステージ）と参加者間との距離は 2ｍ以上確保する。又はアクリル

板等を設置し区切る。 

○換気の徹底 

・換気用機械や扉の開放等により場内換気を行う。 

○利用者への呼びかけ等 

・主催者に対し、参加者を把握できるよう事前登録制などを促す。 

・飲食時以外はマスクを着用するよう、場内アナウンス等により促す。 

・入店時に検温・手指消毒を促す。 

・利用者同士のお酌、グラスの回し飲み、大声での会話は避けるよう促す。 

・滞在時間が長時間（2時間以上）とならないよう促す。 

・テーブル間の移動は控えるよう促す。 

○予約時 

・主催者は参加見込み数をもとに人との距離（着席時 1ｍ以上）が確保できる

広さの会場を選定する。 

・食事を提供する場合は収容定員の 50％以内の開催とする。 

・立食形式は控える。 

○利用時 

・利用する宴会場の感染防止対策を守り、協力する。 

・飲食時以外はマスクを着用する。 

・入店時に検温・手指消毒を行う。 

・利用者同士のお酌、グラスの回し飲み、大声での会話など、感染リスクが高

まる行動は控える。 

・長時間（2時間）を超える利用は控える。 

・テーブル間の移動は控える。 
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催物の開催制限等について 

 

催物（イベント等）の開催制限等については、まん延防止等重点措置を実施す

べき区域から解除されることを受け、７月１２日（月曜日）から当面８月１１日

（水曜日）までを経過措置期間とし、以下の取扱いとする。 

経過措置期間終了後の取扱いについては、別紙１１記載の「その他都道府県」

の制限とする。 

 

１ 催物の開催制限の目安等 

・イベント主催者及び施設管理者の双方において、別紙１「イベント開催時の

必要な感染防止策」を講じる場合は、催物の開催制限について、後記２の人数

上限及び収容率を適用する。 

 ・上記以外の場合は、従来の人数上限及び収容率を原則とする。 

  ＜従来の人数上限及び収容率＞ 

   ○屋内：５，０００人以下、かつ収容定員の半分程度以内の参加人数 

   ○屋外：５，０００人以下、かつ人と人との距離を十分確保(できるだけ２

ｍ) 

 

２ 人数上限及び収容率要件（経過措置の期間に係る制限） 

人数上限及び収容率要件による人数のいずれか小さい方を限度とする。 

（１）人数上限 

① 収容定員が設定されている場合 

５，０００人または収容定員５０％以内（≦１０，０００人）のいずれ 

か大きい方 

② 収容定員が設定されていない場合 

後記（２）の①及び②における収容定員が設定されていない場合の例に

よることとする。 

（２）収容率 

① 大声での歓声、声援等がないことを前提としうる場合 

次の全てを満たす場合に限り、収容率の上限を１００％とする。 

・ これまでの当該イベントの出演者等による類似のイベントの開催実績

において、参加者が歓声、声援等を発し、又は歌唱する等の実態がみ

別添２
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られていないこと（開催実績がない場合、類似の出演者によるこれま

でのイベントに照らし、観客が歓声、声援等を発し、又は歌唱するこ

とが見込まれないこと）。 

なお、この要件に該当することについて、イベント主催者において、

過去の開催実績に基づく十分な説明が行われない場合は、この要件に

該当しないものとして、後記②大声での歓声、声援等が想定される場

合等のとおり取り扱うこと。 

・ これまでの開催実績を踏まえ、マスクの常時着用、飲食制限等を含

め、個別の参加者に対して感染防止対策（別紙１）の徹底が行われる

こと。 

・ 発声する演者と観客間の距離が適切に保たれている等、感染防止対策が

業種ごとに策定された感染拡大防止ガイドラインに盛り込まれ、それに

則った感染防止対策が実施されること。 

また、飲食の取扱いについては、別紙３のとおり、マスクの常時着用を

担保するため、引き続き、食事を伴うイベントについては、「大声での歓

声、声援等が想定されるもの」として取り扱うこととするが、飲食を伴う

がイベント中の発声がない催物（映画館等）について、別紙２に記載した

条件がすべて担保される場合に限り、イベント中の飲食を伴っても「大声

での歓声、声援等がないことを前提としうるもの」として取り扱うことと

する。 

別紙３の例示も踏まえ、イベントの特性に応じて、収容率の目安を適用する

が、具体的な事例等を示すと以下のとおり 

○参加者の位置が固定され、入退場や区域内の適切な行動確保ができる催物 

・感染防止策の徹底を前提に、収容定員までの参加人数とする。 

○参加者が自由に移動できるものの、入退場や区域内の適切な行動確保が

できる催物 

・感染防止策の徹底を前提に、下記のとおりとする。 

ア 収容定員が設定されている場合 

収容定員までの参加人数 

イ 収容定員が設定されていない場合 

密が発生しない程度の間隔（最低限人と人が接触しない程度の間隔）

を空けること 
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なお、参加者が自由に移動でき、かつ、入退場時や区域内の適切な行動

確保ができない催物については、後記３によることとする。 

 

② 大声での歓声、声援等が想定される場合等 

収容率の上限を５０％（※）以内とする。 

※ 異なるグループ又は個人間では座席を一席は空けることとしつつ、同

一グループ（５名以内に限る。）内では座席等の間隔を設ける必要はな

い。すなわち、参加人数は、収容定員の５０％を超えることもありう

る。 

別紙３の例示も踏まえ、イベントの特性に応じて、収容率の目安を適用す

るが、具体的な事例等を示すと以下のとおり 

○参加者の位置が固定され、入退場や区域内の適切な行動確保ができる催物 

・収容率の上限を５０％（※）以内とする。 

○参加者が自由に移動できるものの、入退場や区域内の適切な行動確保がで

きる催物 

・下記のとおりとする。 

ア 収容定員が設定されている場合 

当該収容定員の５０％までの参加人数 

イ 収容定員が設定されていない場合 

十分な人と人との間隔（１ｍ）を要すること 

なお、参加者が自由に移動でき、かつ、入退場時や区域内の適切な行動

確保ができない催物については、後記３によることとする。 

 

３ 地域の行事、全国的・広域的なお祭り、野外フェス等 

地域の行事、全国的・広域的なお祭り、野外フェス等については、次のと

おりの対応とする。 

（１）全国的又は広域的な人の移動が見込まれるものや参加者の把握が困難な

もの 

引き続き、中止を含めて慎重に検討すること。具体的には、催物を開催

する場合については、十分な人と人との間隔（１ｍ）を設けることとし、
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当該間隔の維持が困難な場合は、開催について慎重に判断すること。 

（２）地域で行われる盆踊り等、全国的又は広域的な人の移動が見込まれない

行事であって参加者がおおよそ把握できるもの（６月１９日以降は人数制限

が撤廃） 

引き続き、適切な感染防止策（例えば、発熱や感冒症状がある者の参加

自粛、三密回避、十分な人と人との間隔の確保(１ｍ）、行事の前後におけ

る三密の生ずる交流の自粛、手指の消毒、マスクの着用等）を講ずるこ

と。イベント主催者等は、イベントを開催する前に、イベント参加者によ

る厚生労働省から提供されている接触確認アプリＣＯＣＯＡや各地域で取

り組まれている接触確認アプリの活用や、感染拡大防止のためのイベント

参加者の連絡先等の把握を徹底すること。 

 

なお、地域の行事、全国的・広域的なお祭り、野外フェス等において、別

紙４に該当するものについては、開催可能とする。 

 

４ 催物の開催に関する留意事項 

（１）感染防止策の注意喚起 

別紙５「屋内イベントの開催のあり方に関する検討会とりまとめのポイン

ト」、別紙６「エビデンス等を踏まえた個別イベントの開催のあり方につい

て」及び別紙７「イベントの大規模化に伴い高まるリスクへの対策」で示し

ているとおり、イベント主催者等は、屋内での十分な換気、並びに接触感

染、飛沫感染、マイクロ飛沫感染、大声、飲食、及び参加者の自由移動のリ

スクに応じた感染防止策、感染者の来場を防ぐ対策及び感染発生時に感染可

能性がある者を把握する仕組みの構築等を適切に行うこと。 

 

（２）催物前後における感染防止策の徹底 

   公共交通機関等の密集や催物後の会食等により、イベント主催者が管理で

きない  場所（催物前後など）での感染拡大リスクが高まる場合があるこ

とにも留意し、催物前後における感染防止策を徹底すること。 

 

（３）感染リスクが高まる「５つの場面」について 

 新型コロナウイルス感染症対策分科会からの提言である、別紙８に示され
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た感染リスクが高まる「５つの場面」を回避するよう努めること。 

 

（４）県との事前相談 

イベント主催者及び施設管理者は、全国的な移動を伴うイベント又はイベ

ント参加者が１，０００人を超えるようなイベントについては、事前に県に

相談すること。 

 

【 添付資料 】 

別紙１ イベント開催時の必要な感染防止策 

別紙２ 映画館等（飲食を伴うものの発生がないもの）における感染防止策 

別紙３ 各種イベントにおける大声での歓声・声援等がないことを前提としうる

／想定されるものの例 

別紙４ 野外フェス等における感染防止策 

別紙５ 屋内イベントの開催のあり方に関する検討会とりまとめのポイント 

別紙６ エビデンス等を踏まえた個別イベントの開催のあり方について 

別紙７ イベントの大規模化に伴い高まるリスクへの対策 

別紙８ 感染リスクが高まる「５つの場面」 

別紙９ 県主催イベントに係る対応について 

別紙１０ 催物（イベント等）を開催する際の感染防止対策 

別紙１１ 感染状況に応じたイベント開催制限等について 
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感染状況に応じたイベント開催制限等について

※１ 大声での歓声、声援等がないことを前提としうる場合。この判断は、実態に照らして、個別具体的に判断。この場合、収容定員5,000人までの施設については、
満席とすることが可能となる。

※２ 大声  歓声 声援等 想定   場合等 異      間  座席 １席空  同⼀    （５人以内 限  ）内  座席間隔 設             
収容率 50%を超える場合がある。

※３ 施設 使⽤制限  収容率要件   必要 感染防⽌策 働    （人数上限  ） 
※４ 収容率 人数上限     ⼩     限度（両⽅ 条件 満  必要） 
※５ 地域 ⾏事 全国的 広域的  祭  野外   等      令和2年9⽉11⽇付け国事務連絡1.(2)のとおり取り扱う。

【別紙11】


